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ノ 階 剥頁ニ按中 地有銀始 セ ーー

ナ ~j~ 段 セ 岩十遠央質 数 千 セ フ Jll 

'} 床地 フ ヨ 皮 ジ ヲ A，、 ノ ，七 フ L〆 内、

時 一一 ヲ レ ') 乃 瀧：R 第鍍百 レ 共港

ー 技構 プ 成歪 ノ 流ニ 山七 タ 良 ア

J、 ス 成共 )I 大津ス組 ト 十 リ 好 ') 
、 、

~ ;v フ、 分一十 附ノV 層 ナ 四制 ナ 本

ク 庭 石布市；五近安決 レ貫来ノV 1J1 

在b _,. 英 ノ ノ、 ！豆 ーー ？？日程i ') 日 産 ::r ノ

化概 1：日．区泥 1詑ノ 、域 居 官会 出 鋸
、 、

三、ノ•• ネ 百域流 ーー 主 川 石 銅街l 認床

ブ 角岩狭 ノ 走 ノ 英 二次械

桂~ 一 タ 局 ') ミノ 上 m. 百；r~ セ r~J 

板 ~·：· 粗層 メ ー プ 流面 jし ーー フ 治

克服粒位 一 背凝瀧岩 十 増 レ 四
、 、

ノ ヲ 細殆被部次 ノ 及 同 十

如是粒 ヱノ ヲ 岩津泥 寓 ミノ 四 一，，、
一、 、

ク シ ノ "' 構蛮附流 斤大十年
、

或或 ニー水一 Jr,¥(; A'} 近 ナ 飴正五以

J、 J、 種平官I) Jえ 及及 リ ヲ 二年来
、

会分 ア ナ J、 機砂 {ill~ ト 産 よl三七専

ク W1~ ') ') 設坑岩匝ス 出 ーー 月 フ
、 、

来占 ジ ブ 洪 1i虫附 ヨ ノ tlλ3 － 
ミ／ ....、 ヨ 上

土 ブ 互積作近 リ 中 一
ブ 品入L. ') 経！

一 石 一 層万j ，，、 成央来日 本三本掘

化~移 J、 ノ 盤 (../ 捜層 芦［）十 111 ーー

ス砂 化川 魚沼ノV 坑 J、 一 ノ イ衣・・-、 、
共及 ス 内 メ 砂巣 附 鋭 於貫~ ') 

、
噴粘本 川 ーー 岩層近匡 ケ 日銀探

出 土岩 ノ 宵lj 及北 ーー ノ JV 依閉鎖
、



ナ vt掘共 .-ノ tlf 鋸結 プ セ 及強ナ ノ ｜

ノV 錆 ーー 東約 喝、、 石品且ノV 寅床 ジ 時

卵 ノ ヨ 側二銅 中 ヲ ヅ モ 鋸 ，，、
/ 代

形鍍 9 一 百 ノ 1巳1 日日日 ノ ヨ 石第 ，，、

ヲ 健之接平品 日日日 含接 ーー 9 英ニ第
7・ ア ヲ y 方位笈ス 多 ジ 成 粗 紀三、
セ リ 4采 プ 米 比 多 黄ク プ ノV 面暦 来日、 、
JV 東掘而 ノ 較 ク 鉱共 ー 黒岩中 以

寅部 ス 積地的 中 J、 中般 鎖 中 ーー 後、
錆竹共約 プ 、 貧 ーー 黒 一 ーー J、 一 認t 一戸
ノ 方 他三 県弱 黄鉱黄 堅方 l匝入 シ

鏡 ・1fal＂鋸百鏑 ナ 吉岡 中 銅賞 鈴 胎 J,t ア

官豊 ζ 区平 ヨ ヲ 鍍殊鍍均鎖 シ床餅、 、 、
ア 桂 ， ， 方 鍍及 －ー・ 黄質 閃不 ヲ 盤
9 鏡北米成 床 黄 'flt 銭 ナ ill~ 規成、
南 ノ ーー リ J、 銭銅鎖 JV 鉛 則 _;;t. ジ、
西二大遠鏑楼錨鎖重 モ鎖ノ モ プ、
部鍍 i同 ス 間 方 ノ 及 日回目 II.~ 黄鎖 ノ 現
釜塊方ノV ノ ｝可結武石 鍛告白 ア 出

方 ア 1日黄：f託 ーー 品鍛稀 ジ鍍 ヲ リ ジ、
面 ヲ 一 鋸 毛 主ノ仁、 ヲ 鉱 ーー プ 黄 ナ 共、

一 北瓢 ノ 厚数包 ノ 硫 J、 銅 ジ

黒西形大 キ 多合多枇多鎖 -r 域

鋸背！； ヲ 塊庭ク ス
、 量 銅 少 及 散 E是

及松 ナ ア 十且 肢 ナ鎖粗 重 在 ク 四
、 、

陸方 セ ソ 五 、J、， 鎖ノヤ勅怒品 ミ／ 叉、
弘if .，百 ノレ 現米 良 J、 背l； 銅 柔石黒 府
ノ 一一 黒今 ユ好位分鋸軟 ノ 鏑 相h、
二周 'Mi~ 露珪 ＝ 目安 7・ 等 一 密桂 肢
鏡 主｜三及天 フ、 も〆 9 ノ ジ売IE 鎖 ヲ、 、
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採 石 定 数海山正存ノ質ノレ 位股 ア

鉱 山期間 岸 ア 鍍ノ 肢ノ、モ ス 鍛 ') 
、 、

高 之加十 ヲ JV 山 肢態第未本山共
J 、 ヲ 川敷距 づ J、 態 J、 一一 タ 111 J、 ーー

百釜宿牽ノV 以 陸及試組採 ノ 陸本

九石野 ノ ‘~ ア ．奥鏑掘 ーー 掘鋸奥 Lii

十 鉱透馬里 之 陸l石 中 属 セ 床 図 ノ

五山 ーー 車 六 ヲ 下 ノ ナ Jえ ブ ノ 、 下 資

高 ーー 寄牲町宿 北 種 JV ノV JV 安 北 庫

千 責港復 ーー 野郡 類 ヲ 、係マ正 、 fn；郡 タ

六却 シ ジ ？ 透川 －＇・、 以 ！＊. ーー 披川 ノV

百ス 青 fl~ リ 大内 安 ブ 岩手．鍍内 ，、、
、 、 、

八大森石此正村部之頁 フ 山村 シ ｜

十正方 及 問 錨字披 ヲ 岩ス ーー

貰 四面 日 道 山宿 鍍詳及 同 底

ナ 年及用路 ト 野山 う3 砂 ジ るノ

リ 一 大 非!fi平穏逃 干 一一 !t.』二EI ク Jll 
ト 月 決貨坦 ジ ーー 異 ス J/-lL 上内

ス ヲ 方 ヲ ーー 匡 ア ナ JV ー 五車 ノ

リ 面 運 多ノ J:llj フ τ2 石 掘海、
十 ト 搬 7 ス 同 サ 英 一明 芹'・'-' 

、
月 聯ス 軌本村ノV 能粗 ヨ ヨ、
ーー 絡陸道 111 字 司と J、 面 9 リ

1i 至 二え奥敷事蜘iノ ス 克玉 共北、
JV 本 i建設務崎 、 ナ 存方

十山汽 セ 所 ーー 女11 !i¥tt リ 在約

佃採舶 フ J、 同 ジ 司王 ヲ 一

月 掘合 レ 宿 名 鍍 ．ス 確 旦、 、
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9 閲 セ ノV 瞬 サ八円 9 天尺士 ト 地． 
堅係ノV コ 崎 JV 五銅稼守内 ナ ジ質

硬 ア 主ト，!I. 大所 ナ最行及外 リ プ J、

紋ノV 肢二正 ナ 9 上 セ 金 ζ 石第、
宮、 モ 安里鍍 9 黒鋸 プ 八連 ミJ 英三

ト ノ 山徐 山 鍍．百ノV ノ ス 概 粗 来 日、
ナ 、岩ナ J、 メ＇｝理！：＞Vi .:::: JV ミJ 面凝

レ’ 女［（ 十 ク 陸 ジ ノ 石鎮 モ テ正岩 f.k 
、

9 シ リ 共奥 プ 恒，w幽・－ー‘. d，、 床 ノ 不 ーー ・!l三EI 、 、
層 ー頁 ト 問 問 銅十黒川 、規 ジ及

向岩 ス道下 ノ 三銭露如則 プ 頁、
，，、

J、 粒路北 合四 一 天 ク ナ 上岩

概多｝伏除郡 有 一一 ジ掘壬 _IV 盤誼

ネ ク 安悪川 卒主主 プ 二要鎖 J、 ーー

南珪山 ナ 内 JH: ジ 殊 ヨ ナ 塊頁石

北化岩 フ 村 / 最 ーー 9 ノV ヲ 瓦Ill 央－＂~ 
、 、

ーー 作 J、 3ζ 寸b墨色ー 如下黄朝 ヲ ナ 石 粗、
ジ 用鏡地螺 ク Mil 銅 日

／ユI～L. ジ 英面

プ ヲ 床質崎 大 J、 鍛及八幅粗岩

受 ト J、 ーー ナ 百 ヲ 盛討十面 う‘

十 ケ 相第 ア JV 分合 ノ
日 尺岩 ヲ

五又件三 リ J、 ノ よ‘ 二ヲミ乃若

度接 ヒ 来日 プ 他四 :::r 鎮守至 ク .A 
、

乃鯛共頁瞬 ーー ト 床、八
盛

J、鎖

至獲成岩崎 多 ジ多 ノ、
ノ 十共床 ー』，、

四質生及 ノ ク 平 て坑四~分 ~，、

． 
十作 ニ岩海 類 均 含 内鍍厚解下

度用直服岸 例 百 銅 掘床 サ セ 盤
ノ 一 接 ヲ ヲ ヲ fノ1、1日1日 一 三ノV J、

ト

角 ヨ ノ 成距 見 ノ 位 ヨ 十粘主ス
、



自甲 ーー ニ亜 JV ス坑ス存 幅染道脈度、
固走目玉 鉛 幅 其 J、 JV ノ ネヲ セ ュ及 ヲ

中高 リ 胎銃一附頁 司王 肢二 フ ヨ 鏑以
、

地西ス 黄尺 近岩 南態 尺 v 統，4、，, プ

ノ 方ノレ 銅 五 ノ 中東 J、 ナ タ試鎮西

謄 三 幅鉱寸粒ニ 一 之 ') JV 掘床方、
用十一及乃収閃三 ーー 附頁 ーー － ー

材皮尺黄至安亜 十同近 岩従属傾

料 ー 五銭二山鉛米 ジ 一 ニ事ス 奈I・、 、
中何｛寸鎖 尺 岩 鍛 ヲ 層粒 るノ コえ 目 ス

、 、
暴奈I・ 内）庇 ノ ニ及隔向肢 ア 第 下 ノV

クス外石網黄含テ J、安北 三筋 モ

へ鍛ノ J、先l：鍛銅 傾北山七坑三局

キ 石網重鎮鍛寅会；｝三 岩 十 ユ坑部、
モ ノ、放品販 ノ 銭－ ＿，，、 十脈 皮 ヨ 第 ーー

ノ 寅鏡石 ヲ 弘，＼1 %1~ 北五 ア 東 ヲ 間接

J、銭版及迫 脈ノ 西度 ') ニ探坑動
、 、

硫鎖 ニ 菱 ヒ ア撒＝ 東第走鏑筑 ア
、

黄葉 沿満開 リ 布轄 ーー 四 9 ス五 9 、
ナ 5冊 フ 俺坑大セ 三ノ ジ坑南 JV 坑鍍、
') 鈷5 ア鉱 セ正 JV → 7 】ー司 々 ノ 、 大 床

ト 及開ナノV 坑 鍍 向南於束含正 J、

ス 閃坑 9 モ ，，、 染斜束ケ 二銅坑頁、
亜ス本 ノ 頁錨暦四 JV 十寅及岩、

トM

鉛鍍口 ナ岩床ヲ 十母：五銭本 ーー

鏑脈坑 9 中 ニ形五岩度鍍日目玉、
ナ ，，、

J、 鋭ニ沿成度及ニ ヲ :9°L 胎

9 約頁石）毘 ヒ J屯 ニ鋸傾以 ノ セ、
尻南先 ノ、胎開第傾物 奈：｝ア 五 ノV

屋北 閃セ坑五斜賦 ジ 鏑坑錨
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一 現t岩火 一， 山 八岩控 ヲ 火 山 英
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鎚ア至三四山 ヲ 鋸全坑均域四前、
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村村 9 山英上安 ース ヨ 玖背rs

海宇 湧岩粗河山ノv. 9 須 ーー

岸下 出 ョ面津岩中 湧美湧、
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長微石 種 ア ス 間 ナ 阿地 三域石
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ナ ヲ 芦雲湧熱 セ 請 道泉岩、
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